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ご
承
知
の
と
お
り
、
少
子
高
齢
化
の
時
代

を
迎
え
、
黒
野
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

八
十
歳
以
上
の
方
が
千
五
百
三
十
三
名
お
ら

れ
ま
す
。
市
内
で
最
も
多
い
地
区
と
な
っ
て

い
ま
す
。
従
来
は
小
学
校
体
育
館
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
敬
老
を
祝
う
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
は
、
八
十
歳
に
な

ら
れ
る
方
を
傘
寿
を
祝
う
会
と
し
て
ご
招
待

申
し
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
か
ら
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
ま

で
に
お
生
ま
れ
の
八
十
歳
の
方
、
百
七
十
九

名
に
御
招
待
状
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

敬
老
の
日
の
九
月
十
六
日
に
七
十
八
名
の

方
が
元
気
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
一
杯

の
貴
久
家
に
岐
阜
市
長（
代
理
）と
三
名
の
県

市
議
員
の
臨
席
も
頂
き
、
乾
杯
の
あ
と
、
会

食
と
歓
談
に
移
り
、
余
興
と
し
て
岐
阜
県
民

謡
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る「
津
軽
三
味
線
」

の
演
奏
で
会
場
に
華
を
添
え
て
頂
き
ま
し

た
。

　

八
十
年
の
来
し
方
を

語
り
合
い
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

一
年
で
も
長
く
健
康

で
お
過
ご
し
さ
れ
ま
す

こ
と
を
祈
念
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

傘
寿
を
祝
う
会
の
会
場
に
訪
れ
た
時
、
一

番
驚
い
た
事
は
、
参
加
者
が
七
十
八
名
と
報

告
を
受
け
た
時
で
し
た
。
私
は
黒
野
で
生
ま

れ
、
黒
野
小
学
校
の
同
級
生
八
十
名
程
で
、

三
十
名
前
後
の
参
加
者
で
は
な
い
か
と
予
想

し
て
い
ま
し
た
。
八
十
年
の
月
日
が
黒
野
地

域
の
人
間
交
流
が
出
来
、
自
分
の
思
い
と
掛

け
離
れ
て
い
た
事
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま

す
。
私
事
で
大
変
恐
縮
で
す
が
、
現
在
伊
自

良
川
改
修
期
成
同
盟
会
の
幹
事
長
を
し
て
い

る
立
場
で
、
黒
野
地
域
の
水
害
対
応
二
項
目

に
関
心
を
持
っ
て
頂
き
た
い
。

　

一
項
目
は
、
雨
水
地
下
浸
透
率
が
五
十
年

前
と
比
較
し
て
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
二

項
目
は
、
岐
阜
I
C
建
設
等
で
、
内
水
氾
濫

発
生
率
が
年
々
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

日
本
国
内
で
一
時
間
八
十
㎜
以
上
の
猛
烈
な

雨
が
降
っ
た
回
数
が
十
年
間
に
二
三
七
回
、

今
後
増
加
す
る
予
定
。

※
是
非
、
水
害
に
関
心
を
持
っ
て
下
さ
い
。

四
月
は
東
海
環
状
自
動
車
道
の
岐
阜
I
C
が

開
通
致
し
ま
し
た
。
日
本
の
真
ん
中
に
あ
る

岐
阜
市
が
高
速
道
路
で
結
ば
れ
た
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
発
展
に
期
待
が
で
き
ま
す
。
岐

阜
市
の
北
玄
関
口
、
副
都
市
と
し
て
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
シ
テ
ィ
等
々
の
構
想
に
つ
い
て

は
、
た
だ
地
区
の
問
題
で
は
な
く
、
黒
野
地

区
・
市
・
県
、
一
体
で
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎

を
も
と
に
考
え
て
発
展
す
る
こ
と
願
い
ま

す
。
岐
阜
大
学
、
附
属
病
院
、
岐
阜
薬
科
大

学
整
備
促
進
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
尽
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
、ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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新
し
い
年
度
を
迎

え
て
も
、
地
球
温
暖

化
、
外
圧
、
南
海
ト

ラ
フ
に
よ
る
巨
大
地

震
な
ど
、
自
然
現
象

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

又
、
社
会
現
象
で
は
会
員
組
織
の
減
少
、

少
子
化
高
齢
化
等
々
が
大
き
な
問
題
と
な

り
、
少
し
で
も
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
未
熟
な
私
で

す
が
、
令
和
七
年
度
も
引
き
つ
づ
き
連
合
会

長
の
職
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
方
の
ご
援
助
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自

治
会
活
動
も
実
情

に
即
し
た
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

役
員
は
じ
め
会

員
皆
様
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
六
年
三
月

に
は
長
良
・
糸
貫

線
の
一
部
が
完
成
。

将
来
の
道
路
網
が

完
成
。
令
和
七
年
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令
和
六
年
度
十
月
十
七
日
東
ブ
ロ
ッ
ク
十
三
町
内
の
防
災

訓
練
を
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
岐
阜
市
で
震
度
七

の
地
震
発
生
を
想
定
し
総
勢
約
三
〇
〇
人
の
参
加
に
て
実
施

致
し
ま
し
た
。

　

防
災
行
政
無
線
子
局
と
消
防
団
車
両
等
に
よ
る
避
難
広
報

を
実
施
、
対
策
本
部
を
設
置
。
危
険
箇
所
を
確
認
し
合
い
な

が
ら
自
治
会
旗
を
先
頭
に
黒
野
城
址
公
園
に
集
合
し
安
否
情

報
な
ど
を
集
約
、
八
時
三
〇
分
各
町
内
避
難
が
完
了
。
消
火

器
訓
練
、
止
血
法
、
A
E
D
の
使
い
方
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
全
員
に
体
験
を
し
て
頂
く
の
が
本
意
で
有
り
ま
す
が
、

な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん
。
今
後
の
反
省
と
し
考
え
て
い
き
た

い
。
最
後
に
岐
阜
北
消
防
署
黒
野
分
署
長
の
講
評
で
訓
練
を

終
了
致
し
ま
し
た
。

　

又
今
年
度
か
ら
防
災
士
の
会
を
設
立
し
今
回
防
災
士
の
会

を
中
心
に
実
施
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
防
災
強
化
に
尽
力
し
て
頂
き
ま
す
。

　

参
加
頂
い
た
皆
さ
ま
関
係
諸
団
体
各
位

に
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
令

和
七
年
度
は
中
ブ
ロ
ッ
ク
自
治
会
が
防
災

訓
練
を
洞
公
園
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
十
月
二
十
七
日（
日
）、
黒
野（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）地

域
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
防
災
訓
練
を
行
う
の

に
一
人
で
も
多
く
の
人
が
参
加
さ
れ
る
よ
う
に
と
、
手
を
変

え
品
を
変
え
て
必
死
で
訓
練
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
防
災
訓
練
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
と
、
毎
回
限
ら

れ
た
人
ば
か
り
が
参
加
し
て
い
た
り
、
町
内
ご
と
に
割
り
当

て
ら
れ
た
人
数
を
確
保
す
る
た
め
に
動
員
さ
れ
た
人
た
ち
が

大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
は
、
防
災
意
識
や
防
災
行
動
力
の
無
さ
を
表
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
堅
実
な
防
災
の

底
辺
を
広
げ
る
こ
と
を
検
討
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
黒
野
地
域
で
は
、
本
年
四
月
に
黒
野
防
災
士
の

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
黒
野
地
域
に
お
け
る
防
災
・
減
災
活
動
の
実
践

及
び
人
材
の
育
成
を
行
い
、
市
民
の
防
災
意
識
・
地
域
防
災

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
防
災
士
の
会
で
す
。

★「
地
域
の
防
災
力
」の
主
役
は「
防
災
士
の
会
」で
す
。

　

今
年
の
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
黒
野
の
対
象
者
は

一
五
二
人
あ
り
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
参
加
者
は
六
八
名
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
艶
や
か
な
晴
れ
着
・
ス
ー

ツ
を
身
に
ま
と
い
、
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
ご
来
賓
の
方
々
の
お
話
を
頂
き
進
行
し
て
い

く
に
つ
れ
、
参
加
者
の
表
情
は
責
任
感
を
持
た
れ
た
表
情

へ
と
変
わ
ら
れ
た
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
黒
野
の

未
来
人
が
こ
こ
に
誕
生
さ
れ
た
と
感
じ
、
安
心
感
と
期
待

感
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
若
者
の
減
少
で
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
黒
野
を

担
っ
て
頂
け
る
皆
さ
ん
は
と
て
も
大
切
な
方
々
で
あ
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

誓
い
の
言
葉
で
は
、
自
分
た
ち
の
将
来
に
強
い
期
待
を

抱
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
強
く
伝
わ
り
、
私
た
ち
は
期
待

に
応
え
る
べ
く
黒
野
の
住
み
よ
い
環
境
を
創
る
責
務
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
で
二
十
歳
の
つ
ど
い
を
開

催
で
き
た
こ
と
大
変
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

二
十
歲
と
い
う
節
目
を
様
々
な
方
に
見
守
ら
れ
、
温
か

い
お
言
葉
を
頂
け
る
場
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉

し
く
思
う
と
同
時
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
現
在
、
大
学
で
学
ぶ
た
め
、
一
八
年
間
過
ご
し
た

黒
野
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
帰
る
地

元
は
と
て
も
温
か
く
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
黒
野
に
生
ま

れ
、
育
っ
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
の
財
産
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
の
が
、
今
回
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
で
し
た
。
直
接
関
わ

り
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
私
た
ち
の
二
十
歳
を
祝
っ
て
下

さ
っ
た
こ
と
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

い
つ
か
岐
阜
県
や
黒
野
に
戻
り
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

社
会
人
と
な
れ
る
よ
う
今
は
よ
り
一
層
、
勉
学
に
励
み
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　黒野の皆さま、いつも大変お世話になりありが
とうございます。
　4月6日に待ちに待った岐阜インターチェンジが
開通いたしました。3月23日の開通記念プレイベ
ントでは、地元黒野として、古町のお神輿・ステー
ジパフォーマンスに黒野民謡保存会と黒野城武将
隊が出演しセレモニーを盛り上げました。
　そして、まさに今、黒野地域の発展の為に取り
組むべき時であります。この地域は「知」の拠点で
あります。企業誘致を推し進めると同時に、岐阜
大学・岐阜薬科大学の研究をもとにした体験施設
や地域課題解決に向けた実証フィールドの提供、
地域資源を活用してブランド力のある商品の展開
などができる特徴のある道の駅を作る。このよう
な交流拠点化をはかることで、ライフサイエンス
パークとしての学術・産業集積の拠点化を目指し
ていくことができます。
　皆様とともに黒野の未来をつくり上げていきた
いと思いますので、引き続きご指導の程よろしく
お願い申し上げます。

　黒野地区の皆様が待ちに待った岐阜インター
チェンジが4月6日に開通しました。このインター
チェンジの開通により、岐阜市の経済、観光、医
療分野などの発展に大きな波及効果が期待される
ところです。
　現在、この東海環状自動車道沿線市町では、そ
の市町のインターチェンジを活用した企業誘致や
施設整備などが積極的に進められ、都市間競争が
激しさを増しています。
　そうした現状に鑑み、岐阜市もライフサイエン
ス拠点を核とした北の玄関口としてのまちづくり構
想を早急に策定し、それに基づく整備を促進する
必要があります。そのために、昨年は皆様のご協
力により署名活動を行いましたが、まだ岐阜市か
らの回答はありません。
　今後は、この岐阜インターチェンジを活用した
黒野地域の活性化について、皆様と共に検討を重
ねてまいりたいと思います。いずれにいたしまして
も、皆様のご協力なくして地域の活性化はありま
せんので、どうぞご協力をよろしくお願いします。

　本年4月6日、岐阜インターチェンジがついに
供用開始となり、黒野地域を取り巻くまちづく
りに、新たな可能性が広がり始めています。
　開通前に開催されたプレイベントには多くの
方々が参加され、地域全体に前向きな機運が満
ちていたことが強く印象に残っています。
　まずは、この大きな事業の実現に向け、長年
にわたりご理解とご協力を賜った地権者の皆さ
ま、そして地域の皆さまに、心より感謝申し上
げます。皆さまのご尽力があってこそ、黒野の
まちづくりは一歩一歩着実に進んでまいりまし
た。
　これからは、インターチェンジ開通の効果を
地域全体で活かしていく段階です。「黒野らしさ」
を守りながらも、新たな魅力を創出し、将来を
見据えた活力ある地域づくりに取り組んでまい
ります。
　市議会議員として、そして一市民として、皆
さまの声を大切にしながら、地域の未来をとも
に築いてまいります。

黒野の
活性化に向けて

新しい時代の
幕開け

地域の未来へ、
新たな一歩をともに

岐阜県議会 議員

平 野 恭 子
岐阜市議会 議員

黒 田 育 宏
岐阜市議会 議員

大 塚 翔 太

東
ブ
ロ
ッ
ク
防
災
訓
練

地
域
の
防
災
力

二
十
歳
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

二
十
歲
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

黒
野
自
治
会
連
合
会
　
副
会
長
　
堀 

田
　
啓 

二

防
災
士
の
会
・
会
長
　
久 

世
　
和 

明

実
行
委
員
長
　
郷
　
　
丈 

文

堀 

口
　
由 

楽
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◦
青
パ
ト
講
習
会
の
開
催（
黒
野
会
館
）

六
月
十
八
日（
火
）開
催

六
五
名
が
受
講

◦
黒
野
・
西
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
乗
車
促
進
事
業

七
月
二
十
九
日（
月
）　

記
念
品
配

布
◦
黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会

（
黒
野
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
ま
ち
協
）

八
月
四
日（
日
）早
朝
か
ら
五
百
余

名
が
参
加

◦
傘
寿
を
祝
う
会
　

九
月
十
六
日（
月
）貴
久
家
で
開
催

傘
寿
対
象
者
一
七
九
名

出
席
者
九
六
名

◦
自
治
会
会
長
研
修
。
鵜
飼
見
学

九
月
二
十
五
日
実
施

◦
防
災
訓
練

十
月
二
十
七
日
実
施

東
ブ
ロ
ッ
ク（
十
三
自
治
会
）黒
野
城

跡
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
開
催

自
治
会
会
員
一
九
七
名　

他
、
水
・

消
防
団
、
日
赤
奉
仕
団
、
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
、
防
災
士
の
会

合
計
約
三
〇
〇
名
が
参
加

◦
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施

黒
野
校
区
で
は
単
位
自
治
会
ご
と

に
、
五
月
の
下
旬
に
ご
み
ゼ
ロ
運

動
、
十
一
月
中
旬
に
ク
リ
ー
ン
シ

テ
ィ
ぎ
ふ
運
動
を
実
施

◦
二
十
歳
の
つ
ど
い

令
和
七
年
一
月
十
二
日（
日
）

西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催

対
象
者
一
三
八
名　

六
七
名
出
席

◦
東
海
環
状
自
動
車
道

　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

　
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催

三
月
二
十
三
日
開
催

黒
野
民
踊
保
存
会
、
黒
野
こ
ど
も

園
、
黒
野
武
将
隊
、
古
町
の
神
輿

が
出
演
し
セ
レ
モ
ニ
ー
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
に
実
施
し
た

主
な
行
事

黒
野
白
寿
会
連
合
会

　
高
齢
者
の
共
助
の
場
で
あ
る
本
会
は
、12
の
単
位
白
寿
会
、5
1
5

名
か
ら
な
る
小
世
帯
で
す
が
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」を
指
針
に
多

彩
な
行
事
を
催
し
、
会
員
の
絆
を
深
め
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。

◦
総
会
と
研
修
・
福
祉
大
会

5
月
大
会
︱
功
労
者
表
彰
や
慶
祝
記
念
品
贈
呈
、決
算・予
算・

事
業
計
画
等
の
議
決
、
筋
ト
レ
体
操
・
オ
カ
リ
ナ
演
奏
。
10
月

大
会
︱
フ
レ
イ
ル
予
防
の
食
事
法
、
膝
を
長
持
ち
さ
せ
る
コ

ツ
の
講
演
と
あ
す
な
ろ
コ
ー
ラ
ス
部
合
唱
。

◦
美
化
清
掃
活
動

５・９
月
奉
仕
の
日
の
城
跡
公
園
等
の
清
掃
、
6
・
12
月
ふ
れ
あ

い
白
寿
会
花
壇
花
植
え
、
各
単
位
白
寿
会
の
定
め
た
定
期
的
な

地
域
清
掃
。

◦
健
康
活
動

6
・
10
月
連
合
会
G
G
大
会
、
8
・
9
月
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、

9
月
市
高
齢
者
体
育
大
会
、
5
・
11
月
三
世
代
交
流
ペ
タ
ン
ク
大

会
、
年
3
回
の
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
12
月
三
校
区
G
G
大
会
等
。

◦
友
愛
部
活
動
他

一人
暮
ら
し
会
員
へ
7
・
12
月
慰
問
品
配
布
や
11
月
同
会
員
の
集

い
、
単
位
白
寿
会
毎
の
訪
問
活
動
。
ま
た
下
校
児
童
の
見
守
り

活
動
、
小
学
3
年
社
会
科
授
業
で
G
G
や
昔
の
遊
び
で
の
交
流
。

新
会
長
　
清
水
　
稔（
前
会
長
　
中
尾
　
光
子
）

黒
野
青
少
年
育
成
市
民
会
議

令
和
6
年
度
活
動
報
告

　
子
育
て
支
援
と
し
て
、
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室（
0
歳
〜
1
歳
児
）を
5
回
開
催
し
ま

し
た
。
岐
阜
大
学
医
学
部
看
護
学
科
の
皆
さ
ん
や
、
地
域
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
防
災
教
室
・
地
域
補
導
活
動
•
青
少
年
育
成
の
街
頭
啓

発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
2
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
小
中
学

校
の
皆
さ
ん
に
、
地
域
の
こ
と
や
家
族
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
綴
っ
た
作
文
を
夏
休
み

に
募
集
し
、
十
一
月
に
行
わ
れ
た「
2
ブ
ロ
ッ
ク
健
全
育
成
大
会
」（
西
部
コ
ミ
セ
ン
）に
て
、
優
秀
作
文
の
発
表
と

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク「
コ
ネ
ク
ト
」で
は
、
地
域
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
川
脇
　
秀
樹

黒
野
公
民
館

◦
公
民
館
講
座
　
15
講
座
開
催

全
国
各
地
で
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
い
中
、
防
災
講
座
や

防
災
食
講
座
を
開
催
。
又
、
校
区
内
で
詐
欺
事
件
も
あ
り
、
詐

欺
に
あ
わ
な
い
た
め
の
防
犯
講
座
や
交
通
安
全
講
座
の
実
施
。
更

に
は
要
望
が
あ
っ
た
ス
マ
ホ
講
座
。
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
歯

科
衛
生
講
座
。黒
野
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
踊
講
座
な
ど
を
開
催
。

◦
会
館
ま
つ
り
　
10
月
26
・
27
日
開
催

会
館
を
利
用
す
る
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
展
示
や
舞
台
発
表
を

実
施
し
延
べ
3
0
1
人
が
来
館
。
又
、
岐
大
看
護
学
科
の
学
生

が
、
健
康
や
食
の
ブ
ー
ス
設
営
。

◦
校
区
文
化
祭
　
11
月
2
・
3
日
　
黒
野
小
体
育
館

自
治
会
は
じ
め
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
延
べ
4
7
0
人

が
来
場
。
幼
児
・
小
学
生
・
岐
北
中
美
術
部
や
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
、
個
人
な
ど
1
1
4
0
点
の
作
品
を
展
示
。
又
、
新
し
く

似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
や
岐
大
看
護
学
科
の
学
生
の
健
康
や
食
の

ブ
ー
ス
を
設
営
。

◦
そ
の
他
各
種
会
議

公
民
館
運
営
審
議
会
や
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
運
営
に
つ
い

て
審
議
。
又
、
公
民
館
利
用
者
会
議
で
は
救
急
救
命
講
習
や
避

難
訓
練
等
実
施
。	

館
長
　
黒
田
富
貴
子

黒
野
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

◦
黒
野
児
童
館
行
事
に
協
力

コ
ロ
ナ
後　
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ（
毎
月
1
回
）と
親
ク
ラ
ブ（
年
5
回
）が
再

開
し
ま
し
た
の
で
未
就
学
児
の
託
児
も
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
児

童
館
ま
つ
り（
8
月
23
日
）・
ち
び
っ
こ
ま
つ
り（
3
月
12
日
か
ら
14

日
）に
参
加
協
力
。

◦『
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
』に
協
力

社
協
黒
野
支
部
協
賛
で
実
施
し
ま
し
た
。

◦『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
』に
協
力

例
年
10
月
よ
り
法
人
共
同
募
金
運
動
を
実
施
し
、
今
年
度
は
37
の
地

域
の
企
業
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◦
高
齢
者
宅
防
火
訪
問
を
実
施

11
月
に
入
り
各
地
区
委
員
が
消
防
署
員
と
同
行
し
て
自
治
会
加
入
不

加
入
問
わ
ず
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
防
火
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
長
　
上
村
佳
代
子

黒
野
子
ど
も
会
育
成
委
員
会

　
令
和
6
年
度
は
、
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
3

回
行
い
ま
し
た
。
第
1
回
は
開
講
式
と
危
険
予

知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
第
2
回
は
壁
新
聞
作
り
、

第
3
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
と
閉
講
式

で
し
た
。
時
間
に
余
裕
が
あ
る
日
は
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
も
し
ま
し
た
。
ど
の
子
も
積
極
的
に
参

加
し
、
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
楽
し
く
活
動

で
き
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
と
思
い

ま
す
。
1
月
に
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
に
て
壁
新
聞
展
が
開
催
さ
れ
、
子

ど
も
達
が
作
成
し
た
壁
新
聞
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
7
年
度
も
イ
ン

リ
ー
ダ
ー
研
修
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
花
の
苗
を
各
子
ど
も
会
へ
配
布
し
て
公
民
館
や
公
園
の
花

壇
に
植
え
た
り
、
2
月
に
は
岐
阜
市
子
ど
も
大
会
が
開
催
さ
れ
、
外
部

の
方
と
の
交
流
も
あ
り
ま
し
た
。	

前
委
員
長
　
矢
野
　
愛

令和6年度の各種団体活動だより

岐
阜
市
北
消
防
団

黒
野
分
団

　
平
素
は
黒

野
分
団
の
活

動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
て

深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
消
防
団
は
、

火
災
や
そ
の
他
の
災
害
が
起
こ
っ

た
際
に
は
、
消
防
署
と
連
携
し
て

災
害
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
平
常
時
に
は
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
て
、
放
水
訓
練
、
消
火

栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
施
設

の
点
検
や
火
災
予
防
啓
発
の
た
め

の
広
報
活
動
、
特
別
警
戒
等
、
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
に
は
、
校
区
の

要
請
に
応
じ
て
、
地
域
防
災
活
動

や
自
治
会
行
事
へ
の
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
社
会
情
勢
や
働
き
方
の
変
化
も

あ
り
、
消
防
団
員
の
確
保
が
年
々

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

起
こ
り
う
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、

消
防
団
が
果
た
す
役
割
は
極
め
て

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

分
団
長
　
西
垣
　
浩 北消防団特別点検の様子



第 302 号	 令和7（2025）年6月1日　（4）く　ろ　の　広　報

編 

集 

後 

記

感
謝

　
今
年
度
よ
り「
く
ろ
の
広
報
」の
編
集

に
携
わ
り
、
こ
の
黒
野
の
ま
ち
を
よ
り

よ
く
し
よ
う
と
、
多
く
の
方
々
が
携
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
、
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
報
編
集
に
あ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
方
に
お
力
添
え
を
頂
き
、
次
の

皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

・
黒
野
の
ま
ち
の
た
め
に
活
動
さ
れ
て

い
る
各
種
団
体
の
皆
様

・
お
忙
し
い
と
こ
ろ「
く
ろ
の
広
報
」に

原
稿
を
執
筆
し
て
頂
い
た
皆
様

・
編
集
に
あ
た
り
い
ろ
い
ろ
助
言
を
し

て
く
れ
た
諸
先
輩
、
お
よ
び
印
刷
会

社
の
皆
様

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

事
務
局
　
郷
　
尚
之

令和7年度　黒野自治会連合会の主な行事予定

黒
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
黒
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
現
在
、
剣
道
、
バ

レ
ー
、
柔
道
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

5
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
お
り
、
全
団
員
数
は
約

90
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。
日
頃
、
各
ク
ラ
ブ
で

は
練
習
や
試
合
の
他
に
、
夏
に
は
キ
ャ
ン
プ
や

合
宿
、
交
流
遠
征
等
の
活
動
を
行
い
ま
す
。
9

月
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

大
会
、
11
月
に
は
黒
野
校
区
歩
け
歩
け
運
動
大

会
に
参
加
、
12
月
に
は
各
ク
ラ
ブ
で
使
用
し
て

い
る
施
設
の
大
掃
除
、
1
月
に
は
餅
ま
き
、
大

縄
跳
び
大
会
、
2
月
に
は
6
年
生
の
卒
団
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
全
団
員

ど
の
行
事
も
楽
し
く
参
知
し
て
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
子
供
達
に
熱
い
声
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
で
は
年
間
を
通

し
て
い
つ
で
も
見
学
、
体
験
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

追
記
　
現
在
黒
野
ス
ポ
ー
ツ
年
団
に
は
野
球
ク
ラ
ブ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
黒
野
小
学
校
の
児
童
さ
ん
で
野
球
を
し
て
い

る
子
が
い
ま
す
。
以
前
は
合
渡
小
学
校
で
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
4
月
か
ら
方
県
、網
代
、黒
野
の
合
同

チ
ー
ム
で
野
球
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
報
告
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

団
長
　
勝
目
　
浩
行

黒
野
青
年
O
B
会
　「
立
ち
続
け
る
」

　
か
つ
て
黒
野
青
年
団
O
B
会
と
呼
ん
で
い
た

頃
か
ら
ず
い
ぶ
ん
年
を
重
ね
ま
し
た
。
団
が
と

れ
て
青
年
O
B
会
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

の
私
た
ち
は
、
心
の
奥
に
い
つ
ま
で
も
青
年
を

持
ち
な
が
ら
、
O
B
と
し
て
多
く
の
人
生
キ
ャ

リ
ア
ー
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
こ

に
相
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
価
値
を
抱
き
な
が
ら

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、
市
青
年
団
O
B

会
は
終
結
を
決
め
ま
し
た
。
私
た
ち
黒
野
も
つ

い
に
こ
れ
を
受
け
て
今
後
を
展
望
す
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
五
十
余
年
前
の
成
人

式
の
と
き
、
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ア
ー
で
感
動

的
に
祝
賀
し
て
も
ら
っ
た
の
が
当
時
の
青
年
団

で
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
O
B
と
し
て
役
立
つ

の
で
あ
れ
ば
人
生
の
経
験
を
生
か
し
た
い
で

す
。「
人
生
い
ろ
い
ろ
」活
動
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
っ
て
、今
で
も
立
ち
続
け
る
力
な
の
で
す
。

会
長
　
田
中
　
昭
彦

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
　「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

　
令
和
6
年
度
の
活
動
報
告
と
し
て
は
岐
阜
北
消
防
署
黒
野
分
団
署
長
さ
ん
に
能
登
の
震

災
が
あ
っ
た
時
の
事
を
踏
え
て
身
の
守
り
方
な
ど
を
学
ぶ
。
指
導
員
講
習
会
、
広
報
誌
の

配
布
、
黒
野
消
防
団
の
年
末
夜
警
に
参
加
。
毎
月
1
日
か
15
日
に
校
区
内
の
夜
間
広
報
と

火
災
予
防
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。
先
頃
に
は
、
大
能
野
、
岡
山
の
方
で
山
林
火
災
で
多
大

な
被
害
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
南
海
地
震
も
80
％
の
確
率
で
起
る
と
云
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
備
え
て
も
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

①
停
電
に
な
っ
た
時
で
も
電
池
で
聴
け
る
ラ
ジ
オ
は
災
害
時
の
必
需
品
と
し
て
認
識
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
被
害
状
況
や
安
否
、
生
活
情
報
と
聞
く
事
に
よ
り
少
し
は
安
心
感
を
い
だ
く

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
ト
イ
レ
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
空
箱
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
利
用
し
て
使
用
す
る
。

③
避
難
と
し
て
基
本
の
防
災
グ
ッ
ズ
は

・
持
ち
歩
き
用
の
貴
重
品（
現
金
、
印
鑑
）

・
避
難
用
に
は
常
備
薬
、
小
型
ラ
イ
ト
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

・
在
宅
避
難
用
に
は
マ
ス
ク
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

等
が
あ
り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
ご
利
用
下
さ
い
。
3
種
に
分
け
て
リ
ュッ

ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
る
と
ま
と
ま
り
が
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
黒
野
の一部
で
す
が
消
防
車
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。
少
し

気
に
な
る
所
が
あ
り
ま
し
た
。
家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い
物
は
置
か
な

い
様
に
御
注
意
下
さ
い
。
新
聞
紙
の
束
と
か
棒
切
れ
な
ど
は
、
放
火
に
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
又
、
外
出
時
や
お
休
み
の
前
に
は
今一度
確
認
を

し
て
い
た
だ
け
た
ら
安
心
し
て
お
休
み
に
な
れ
ま
す
。

　
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
の
精
神
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
長
　
後
藤
登
志
子

日
赤
奉
仕
団
黒
野
分
団

　
黒
野
分
団
は
町
内
か
ら
選
出
さ
れ
た
団
員
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
団
員
併
せ
て
30
名
が
所
属
。
赤
十
字
の
博
愛
、

人
道
の
精
神
に
基
づ
き
老
人
施
設
の
清
掃
な
ど
社
会
福
祉

活
動
を
実
施
。

◦
あ
そ
か
苑
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

毎
月
第
2
金
曜
日
の
9
時
か
ら
2
時
間
程
ホ
ー
ル
や
各

部
屋
、
ト
イ
レ
な
ど
の
清
掃
活
動
を
実
施
。

◦
高
橋
尚
子
ぎ
ふ
清
流
マ
ラ
ソ
ン
　
4
月
27
日

28
日
開
催
の
前
日
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
渡
し
な
ど
メ
モ
リ
ア

ル
セ
ン
タ
ー
で
受
付
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
。

◦
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
　
7
月
18
日

第
60
回
全
国
大
会
を
48
年
ぶ
り
に
、
日
本
赤
十
字
社
名

誉
副
総
裁
秋
篠
宮
皇
嗣
妃
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
岐

阜
市
の
長
良
川
国
際
会
議
場
で
開
催
。

◦
防
災
訓
練
　
10
月
27
日
　
黒
野
城
跡

東
部
地
域
防
災
訓
練
に
参
加
。
け
が
や
骨
折
し
た
際
の

三
角
巾
を
使
っ
た
応
急
手
当
の
仕
方
を
担
当
。

◦
校
区
文
化
祭
で
の
募
金
活
動
　
11
月
2
・
3
日

黒
野
小
学
校
体
育
館
で
開
催
の
校
区
文
化
祭
で
、
能
登

半
島
地
震
な
ど
の
募
金
活
動
を
実
施
。
1
1
1
3
7
円

を
日
赤
奉
仕
団
岐
阜
市
部
へ
届
け
た
。

分
団
長
　
黒
田
富
貴
子

黒
野
水
防
団

令
和
6
年
度
黒
野
水
防
団
活
動
報
告

　
日
頃
は
水
防
団
活
動
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
黒
野
水
防
団

は
地
域
の
皆
様
を
水
害

か
ら
守
り
、
地
域
の
生
命
・
財
産
を

守
る
べ
く
各
自
治
会
か
ら
選
出
さ
れ

た
75
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
は
、
5
月
に
岐
阜
市

主
催
の「
岐
阜
市
水
防
連
合
演
習
」、

6
月
に
岐
阜
市
北
部
13
水
防
団
開
催

の「
連
合
演
習
」に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
際
披
露
す
る
工
法
で
あ
る「
杭

打
ち
積
土
の
う
工
」の
訓
練
を
団
単

独
で
折
立
詰
所
に
て
合
計
3
回
行
な

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
5
月
に
岐
北
中
学
校
で
開

催
さ
れ
た「
命
を
守
る
訓
練
」に
参
加

し
参
加
中
学
生
に「
土
の
う
」の
作
り

方
を
教
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、10
月
開
催
さ
れ
た「
文

化
祭
」の
準
備
及
び
後
片
付
け
等
の

活
動
や「
地
域
防
災
訓
練
」に
も
参
加

を
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
黒
野
水
防
団
に
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。	

団
長
　
神
谷
　
善
彦

令和7年度　黒野水防団	 活動予定
4/27（日） 入団式　第1回　訓練「杭打ち積土のう工」

5/17（土） 岐北中学校「命を守る訓練」参加
「土のうつくり伝達」

5/18（日） 第2回　訓練「杭打ち積土のう工」

5/25（日） 木曽川水防連合演習　参加
「杭打ち積土のう工」披露

6/15（日） 岐阜市北部13団連合演習　参加
「杭打ち積土のう工」披露

6/22（日） 岐阜市水防連合演習　参加
「杭打ち積土のう工」披露

10/4〜5 黒野市民運動会準備及び当日運営補助
10/下旬 黒野校区地域防災訓練　参加

令和7年度
4/6 黒野分団入団式　午前8時〜

4/22 評議員会　午後2時30分〜
支部会議　評議員会終了後

4/25 女性防火クラブ総会　午後7時30分〜

月 日程と行事内容 開催場所等

6月

1日：【くろの広報】302号の刊行 全戸配布

13日：青パト講習会 黒野会館

14日：各種団体長と合同会議 黒野会館

7月
11日：校区民生・児童委員協議会の
　　　 合同研修（社協）

8月 3日：黒野ラジオ体操会（まち協） 黒野小グランド

9月 15日：傘寿を祝う会 貴久家

10月

1日：国勢調査

5日：校区運動会 黒野小グランド

26日：防災訓練（中ブロック自治会） 洞公園

11月
8・9日：黒野会館まつり 黒野会館

24日前後：クリーンシティぎふ 各単位自治会

1月 11日：二十歳のつどい 西部コミュニティセンター

年間

資源分別回収（毎月第2土曜日） 各単位自治会

地域安全パトロール 校区巡回

人権学習会 各単位自治会

岐阜大学医学部看護学科の実習（まち協） 自治会・各種団体等

認知症介護予防教室（8月・9月　社協）

ひとり暮らし高齢者のつどい
（10月　社協）


